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みとよの観光って？

香
川
県
の
観
光
と
言
え
ば
「
さ
ぬ
き
う
ど
ん
」

〝
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
香
川
県
〞
で
、

ほ
か
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」
や
「
栗
林
公
園
」
な
ど
な
ど
。

市
内
に
も
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、
三
豊
市
の
観
光
と
な
る
と
、

な
か
な
か
思
い
浮
か
ば
な
い
と
い
う
人
も
・
・
・
。

あ
な
た
は
、
三
豊
市
の
観
光
と
聞
か
れ
た
ら
、
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

参照：平成 22年
香川県観光客動態調査報告

県内観光地別集客数

生
か
し
き
れ
て
い
な
い

　

観
光
資
源

風
景
、
自
然
、
文
化
に
富
ん

だ
観
光
資
源
が
市
内
に
は
数
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
瀬
戸

内
海
を
は
じ
め
と
し
た
心
癒
や

さ
れ
る
景
色
や
、
お
遍
路
接
待

に
培
わ
れ
た
心
温
ま
る
人
た
ち
、

地
元
で
取
れ
る
豊
か
な
食
べ
物

で
す
。

し
か
し
、
そ
の
資
源
を
十
分

に
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

少
な
い
集
客
力

香
川
県
の
観
光
名
所
の
集
客

数
N
o.
1
は
、「
金
刀
比
羅

宮
」
の
年
間
約
3
2
5
万
人
。

続
い
て
「
栗
林
公
園
」
の
約
59

万
人
。
第
3
位
は
「
屋
島
」
の

約
54
万
人
で
す
。

市
内
で
は
、
財
田
町
の
「
た

か
ら
だ
の
里
物
産
館
」
が
約
31

万
人
の
県
内
外
か
ら
の
買
い
物

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。「
不

動
の
滝
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
」

に
は
約
6
万
人
、「
朝
日
山
森

林
公
園
」
に
約
5
万
人
、「
紫

雲
出
山
」
に
約
3
万
人
と
、
県

内
の
観
光
名
所
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
程
少
な
い
集
客
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。

観
光
振
興
を
探
る

討
論
会
開
く

合
併
し
て
6
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
市
の
観
光
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
5
月
21
日
、
A
N
A

総
合
研
究
所
の
坂
下
正
憲
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
観
光
振
興

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
後
半
で
は
、
市
長
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

三
豊
市
観
光
協
会
会
長
を
は
じ

め
関
係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、「
観

光
地
み
と
よ
の
魅
力
づ
く
り
」

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

金
刀
比
羅
宮

栗
林
公
園

屋
島

た
か
ら
だ
の
里「
物
産
館
」

不
動
の
滝
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

朝
日
山
森
林
公
園

紫
雲
出
山
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（千人）

特
集

み
と
よ
の
観
光
を
考
え
る
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ANA総合研究所主席研究員
摂南大学客員教授

坂下　正憲さん

情報発信が鍵

県商工会青年部連合会
会長　田中　達也さん

観光について詳しくないんですが、荘内半島の
夕日がきれいだとか、海産物がおいしいとか魅力
があることは知っています。しかし三豊が観光地
であると考えたことは正直ないですね。
今はフェイスブックなどで体験したことなんか
を多くの人たちと情報共有できる時代になってい
ます。その情報を拡散する

キー

となるのは地元に住
んでいるわれわれであると思っています。
われわれがこの地を観光地であると認識し、こ
の魅力を押しつけるくらいの気持ちにならないと
いけないと思います。

5年目を迎えた「まちあるき」。今では市外だ
けでなく県外からも参加する人がいて、リピータ
ーも増えています。ガイド一人ひとりに、自分た
ちが知っている地域のことを参加者に伝えようと
いう姿勢があって、「あれもしようか、これもし
ようか」とすごく勉強しています。
もっと集客力や経済効果を高めるにはどうすれ
ばいいでしょうか。

（坂下）まちあるきガイドを有料化するなど新しい
形を構築していくことで、更なる向上を図ること
ができるのではないでしょうか。

経済効果を
高める
まちあるき事業実行委員会
委員長　近藤美代子さん

連携を密に思いを一本化

三豊市観光協会
会長　真鍋　雅彦さん

市長
横山　忠始

知名度向上を図るためのプロジェクトを市では
行っていますよね。知名度アップ、経済効果、定
住など三豊市の観光の目指すべきところは何かを、
まずは考える必要があるのではないかと思います。
体験観光の場合、特にガイドが必要となります。
ガイドがいることで観光の理解度は大きく違うと
感じます。有料化を進めることによって、雇用拡
大にもつながるといった考えもあると思います。
また、集客を増やそうとしても、受け入れ人数
にも限界があろうかと思いますので、関係団体と
連携を密にしていくことが大切ではないでしょう
か。

観光は産業振興や定住などさまざまな総合政策
と大いに結びつくものです。観光の重要性を更に
高く位置づけていますが、三豊市はまだまだ知名
度が低く、今からが本番という気がします。三豊
市の観光というものに向かって、地域全体の思い
が一本化していけば、大きな力になるのではと思
います。

（坂下）シンポジウムを開催するなど、多くの皆さん
が集まり、三豊市の観光をゼロから考えようとする
こと、これは大きな強みです。話し合う中で、次へ
のヒントが見つかるはずです。

参加者からの声参加者からの声

7 町を巡るようなサイク

リングイベントはどうか。

各地の魅力を織り交ぜて

いけば、いいものができ

るんではないかと思いま

す。

荘内半島を車でよく回るんで

すが、景色が見える所が少な

いんですね。海が見えるより

木が見えるんです。見える所

は車が止められないし・・・

どうにかならないですか。

浦島太郎伝説を
もう一度詳しく
調べてほしい。

近くの琴平町などと広域的
な観光について議論するこ
とも、大切ではないかと感
じます。

マラソン大会
を開催しては

どうでしょう
。マラソンは

ブームなんで
、多くの人が

参加するし、
地域の人との

交流も出てきま
す。

観光を目的とした会社を設立
してみてはどうですか。

体験観光を実施する場合に、

必要なのがガイドです。専門

的な部分も含め、ガイドを集

め、育成するような支援を作

ってほしいです。それによっ

て、滞在型観光につながるん

じゃないですかね。

観光地みとよ の 魅 力 づ く り

  「
見
る
観
光
」
か
ら

  「
体
験
す
る
観
光
」
へ

観
光
の
定
義
は
「
見
る
・
食

べ
る
・
遊
ぶ
」
か
ら
「
す
る
・

ふ
れ
あ
う
（
交
わ
る
）・
学
ぶ
」

に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

自
然
活
動
や
創
作
活
動
を
と

お
し
て
、
地
域
の
自
然
・
文
化

に
ふ
れ
あ
う
「
体
験
観
光
」
を

求
め
る
観
光
客
が
増
え
て
い
ま

す
。体

験
観
光
は
今
の
自
然
を
活

用
す
る
の
で
、
費
用
と
自
然
環

境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
こ
と
が

利
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

市
内
に
は
数
多
く
の
自
然
や

文
化
が
あ
り
ま
す
の
で
、林
間
・

臨
海
学
校
の
よ
う
な
体
験
観
光

を
提
供
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

地
域
の
魅
力
を

再
発
見
し
よ
う

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地

域
の
協
力
と
理
解
、
関
心
が
必

要
で
す
。

地
域
の
自
然
や
文
化
、
産
業
、

特
産
品
な
ど
を
再
発
見
す
る
と
、

自
信
に
な
り
、
誇
り
に
な
り
、

地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。

一
度
に
多
く
の
取
り
組
み
を

す
る
よ
り
も
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

コ
ン
セ
プ
ト
を
よ
く
話
し
合
い
、

納
得
・
理
解
し
て
、
み
ん
な
で

動
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
集

み
と
よ
の
観
光
を
考
え
る



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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買う見る

連携

泊
ま
る

体験
　する

株式会社たからだの里
代表取締役副社長
岡崎 育夫さん

田井民芸
5代目　田井 艶子さん
香川県伝統工芸士

紫雲出山からの眺め
まさに“瀬戸内一の美”

紫雲出山遺跡館
管理人　前川 末子さん

観光資源に筋書きを

三豊市観光協会
事務局長　成行 公雄さん

観光の
窓口的役割に

設立して 4年目を迎え、最初にしたことは各地域が
“お互いを知る ”ということ。例えば、紫雲出山から見
る瀬戸内の多島美は誇れるものですし、採れたての食
材をすぐに食べられるというのは都会では味わえない
魅力ですよね。まだ見過ごしている観光資源の発掘や、
すばらしい三豊の魅力を PRするなど、観光の窓口的役
割が観光協会だと思っています。
これから行うことは 2 つ。一つは、各種団体との
連携を密にし、各イベント内容をより充実させること。
もうひとつは、近隣の市町との連携を取り、着地型観
光の充実を図ることです。
新たな観点からの三豊をとらえて発信しながら、“経
済効果がより発揮できる観光事業”を目指していきます。

▲

問い合わせ　産業政策課　☎ 73－3013
三豊市観光協会　☎ 56－9121

み
と
よ
の
素
材
を
輝
か
せ
る
た
め
に

コ
ン
セ
プ
ト
は
地
元
の
〝
採
れ
た
て
〞 

安
く
て
お
い
し
い
讃
岐
う
ど
ん
を
求
め
て

遠
方
か
ら
飛
行
機
で
香
川
に
来
て
、

レ
ン
タ
カ
ー
で
う
ど
ん
店
を
は
し
ご
す
る
人
も
い
ま
す
。

口
コ
ミ
サ
イ
ト
の
う
ど
ん
部
門
で
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
店
が

三
豊
市
内
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
〝
三
豊
を
代
表
す
る
観
光
資
源
〞

市
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
数
多
く
の
観
光
資
源
が
存
在
す
る
な
か
で
、

観
光
に
よ
っ
て
地
域
が
潤
う
た
め
に
、

三
豊
に
埋
も
れ
て
い
る
観
光
資
源
を
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
観
光
原
石
を

あ
な
た
の
手
で
光
輝
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

物
産
館
に
買
い
物
に
来
る
人
の
半
数
以
上
は
市
外
か
ら
で
す
。

野
菜
や
果
物
、
加
工
品
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
買
い
物
が
で
き
る
よ

う
幅
広
い
品
ぞ
ろ
え
を
し
て
い
ま
す
。

1
7
0
人
ほ
ど
の
農
家
の
人
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
採
れ

た
て
の
新
鮮
な
物
を
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
温
泉
施
設

や
戸
川
ダ
ム
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
の
相
乗
効
果
が
集
客
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

新
鮮
食
材
の
ほ
か
に
年
間
を
通
じ

て
好
評
な
の
が
製
造
直
売
の
手
作
り

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。
季
節
限
定
商
品

を
職
員
み
ん
な
で
考
案
し
、
い
つ
も

12
種
類
ほ
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

何
も
せ
ず
に
じ
っ
と
し
て
い
る
ん
じ

ゃ
な
く
、
維
持
す
る
努
力
と
次
へ
の

挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

湖のように青く静かな海、そこに浮かぶ変化に富んだ
島々。四季折々の花が山を彩り、みなさんの目を楽しませ
てくれます。
遺跡館に訪れたお客さんが「ガラス越しに見る景色は、
美術館の風景画を見るようやわ」と喜んでくれるのがうれ
しいんです。
これからあじさいが最高の見ごろをむかえます。約 2,000
株ある青紫色のあじさいは、背も高く、趣がありますよ。
あじさいゼリーも販売しますので、ぜひご賞味ください。

旅館業全体のサービス向上や、大き
な団体を分宿して受け入れ可能にする
ことを目的に、三豊市ホテル旅館民宿
同業組合を 5月 9日に設立しました。
今まで収容人数の点で宿泊を断るこ
ともありましたが、設立によりターゲ
ットの幅を広げることができるように
なります。
地域の特徴を生かしたプランを作り、
観光資源に筋書きをもたせることで、
“ゆったり感 ”や “ のんびり感 ”を味わ
える滞在型観光に結びつけることがで
きると考えています。

5月の最盛期には、一つひとつ手作業で製造
した数百もの「張子虎」を出荷しています。そ
の中で、地元文化を知ってほしいとの思いから、
三野津中学校で絵付け体験授業をするようにな
り、今では作業所を中心に広く実施しています。
伝統工芸品である「張子虎」が忘れ去られるこ
となく、後世に伝えられるよう、次世代を担う
子どもたちや多くの人たちに、これからも絵付
け体験の活動を続けていきます。

絵付けした虎
には、人のよさが
表れるんですよ。
体験者が完成し
た作品を見て喜
ぶ顔を見るのが、
ほんとうにうれ
しいですね。

伝統工芸を
親しみやすく

三豊市ホテル旅館民宿
同業組合

理事長 陶山 正人さん

特
集

み
と
よ
の
観
光
を
考
え
る

開店前に野菜を並べる農家の人たち
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